- 現場福音化メッセージ -
１８ 私たちの内におられるイエス･キリスト　　　　　　　　　　　　　　　　　黙示録3:20
救いとは贖罪と永遠のいのちを意味するもので、交わりとは日々の関係のことである。
サタンは私たちを救いから引き離す力はないが、キリストとの交わり、キリストの力と祝福にあずかることを妨げようとしている。
交わりとは、単にキリストの真似をすることではなく、キリストが私たちを通してご自分のいのちと力を現すことである。私たちがキリストのために何かを行うことではなく、キリストが私たちの内側から働かれることである。
１．キリストとの交わりをだれが、どのように妨げるのか
　(1)Ⅱコリント4:4,5　－　この世の神＝悪魔
　(2)Ⅱテサロニケ2:9,10　－　サタン
　(3)Ⅱコリント11:14　－　サタンが御使いのように変装して人を惑わす
２．なぜキリストとの交わりが妨げられるのか
　(1)ローマ7:18　－　聞いて従わない時
　(2)マルコ7:21,22　－　内側にある悪い考えなどに捕われる時
　(3)ヨハネ15:4,5　－　主を離れて、主に支配されない時
　(4)ガラテヤ5:16,17　－　聖霊に従わないで、肉の欲によって歩む時
３．どうすればキリストが私たちの内側から働かれ、その現れが体験できるのか
　(1)イエス・キリストを救い主として受け入れなければならない(ヨハ1:12)
　(2)私のすべての生活の中にキリストを迎えるべきである(ヨハ15:7)
　(3)キリストは私たちの内に現れ、私たちを導き、その力を現すことを願っておられると信じなければならない(黙3:20、ヨハ14:21)
　(4)サタンは我々の敵として、キリストとの関係を遠ざけようと謀るものであることを覚えなければならない(Ⅰペテ5:7,8)
　(5)キリストは完璧な勝利者であり、神様であるので、心の真ん中に迎えなければならない
(Ⅱコリ5:17)
　(6)自我を十字架につけなければならない(ガラ2:20)
　(7)キリストを自分の主人として迎えなければ信仰生活を成功できない(ヨハ2:1～10)
　(8)自分の罪を捨てる時、主の平安と祝福とが現れる(Ⅰヨハ1:9)
　　 世を愛すること(Ⅰヨハ2:15)、自分を愛すること、自分を誇示すること、このような罪のために苦しみが来る(Ⅱテモ3:1)
　(9)主に従順に従わなければならない(ロマ6:13、12:1,2)
　(10)主のみこころに自分のすべて(いのちさえ)委ねる時、勝利(成功)の道が悟らされる
(マタ4:19)
４．私がイエスの内にとどまり、イエスが私の内にとどまる時＜なくなることと生まれること＞
　(1)心のむなしさ(ヨハ6:35)　－　飢えることなく、渇くことがない
　(2)思い煩い(ヨハ14:26,27)　－　世が与えるのとは違う平安が与えられる
　(3)悲しみ(ヨハ15:11)　　　 －　喜びに満たされる
　(4)無力(ピリ4:13)　　　　　－　力が現れる
　(5)失敗(マコ9:23～29)　　　－　信じる者には、どんなことでもできる
